
竹下復興大臣臨時記者会見録 
（平成27年1月15日（木）14：52～15：02 於）相馬市役所） 

 

１．発言要旨 

  なし 

 

２．質疑応答 

（問）大臣、この度新地町と相馬市の視察は初めてだと伺いましたけれども、今回の視察

のまず率直なご感想を伺わせてください。 

（答）１つの目的は、被災地の中で、比較的復興に向けての槌音が進んでいるエリアと伺

っておりましたので、そのことをきちんと確認をし、なぜ進んでいるのか、あるいは、

進んでいる地域にはどんな問題がまだまだ残っているのか、といったようなことを確

かめようという思いで伺わせていただきました。その上で、いや、驚くほど進んでい

ると。今年度いっぱいで、ほとんどの復興住宅が完成をする。2つの町とも相当進んで

いるねと。特に新地町では、65パーセントの方が自宅で正月を迎えることができた、

というふうに町長はおっしゃっておりまして、これは素晴らしいなということを改め

て感じました。ぜひ進んでいるところはさらに復興を引っ張っていくことをお願いと

いうか、我々も全力でお手伝いをする中で、復興の加速化をさらにさらに進めていか

なきゃならん、ということを感じたところであります。 

  しかしその一方で、まだやらなきゃならないことが、残念ながら一番進んでいるこの

エリアでも、たくさん残っておりまして、例えばお年寄りの皆さん方が入っていらっ

しゃるところの、それがだんだん介護を受ける状況になってくると、そういう地域の、

あるいはそういう復興住宅のコミュニティをどうしていくか、どう築き上げていくか、

どう維持していくのか。あるいはお医者さんに通われる、そのときの足をどう確保し

ていくか。その人件費はどうなるんだ、といったようなことも含めて、復興が進めば、

新たなステージになれば、また新たな問題、特に、いわばソフトと言ってもいいと思

うんですが、そういう問題が派生をしてきておると。これはしっかりと対応していか

なきゃならんなと。私は以前から申しておりますように、コミュニティがしっかりし

ている、というのが田舎の強みでありますので、その強みをしっかりと確保してもら

うまでやり抜くのが復興の道筋だと、こう思っておるところでございます。 

（問）加藤町長、立谷市長とお話しをされていらっしゃいました。冒頭、私たちも見させ

ていただきましたけれども、お二人の町長、市長とのやり取りの中で印象に残ったこ

と、要望されたことなどを受けて、大臣として、ここに力を入れなければいけないな

ど、その辺について、今後の復興について、どう復興庁として携わっていくべきか、

お考えについて伺わせてください。 

（答）お二人とも、１つは、27年度で集中復興期間が終わると。その後について、どうす

るんだという思いは、強くお持ちでございました。これは私も、この部分については、

しっかりと対応していかなければならないと。復興を成し遂げるまでが復興ですとい
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う、その大前提の中で、じゃあ復興のあり方はどうしていくんだと。あるいは、その

財源の仕組みはどうしていくんだといったようなこと、これが我々がやらなければな

らない仕事であり、絶対に迷惑かけませんと。必ずやり遂げます、ということをお話

しさせていただきました。 

  あと、個別に、例えばプールを造りたいけど、というお話があったり、あるいは老人

施設について、いわば管理人的な人が必要になる、といったような個別の問題、幾つ

かの問題がございまして、それは全て復興庁に持ち帰りまして、今、私の知識の中で

は即答ができなかったものですから、持ち帰って、しっかりと検討すると。むしろ知

恵を出せという方向で、検討させていただきたいと。こう考えております。 

（問）環境省が、中間貯蔵施設に１月に予定していた廃棄物の持ち込みを断念した、とい

う報道が一部ありましたが、それについて大臣、どのように受け止めていらっしゃい

ますでしょうか。 

（答）そういう報道があった、ということは知っております。ただ、環境大臣から、どう

するという発言を、私、いただいておるわけではございませんので、中間貯蔵施設に

ついて、これから地権者との交渉等々、いろいろな手続きがまだ必要であるというこ

とは十分分かりますが、環境省さんがそういうことをしっかりと踏まえた上で、環境

大臣がご判断なさるべきことであると。私にはどうするという連絡は、まだいただい

ておりません。 

（問）一番最初の問いのときに、大臣が、復興の槌音が割に早く聞こえている。これはな

ぜかということについては、通常考えれば、原発から30キロ圏内とかと比べれば、当

然、除染もほとんど楽だし、そういう意味では、復興の槌音は、宮城、岩手と、離れ

れば離れるほど、早いというのは分かるんですが、それ以外に何か、大臣、今日、視

察されて感じられたところ、あっ、こういう理由だったのか、というのはありますで

しょうか。 

（答）地元の熱意ですね、１つは。地元の人たちが、いろいろな意見があると思います。

それは、これだけの災害に遭われていますので、様々な意見をお持ちの方がいらっし

ゃると思いますが、それを市長、町長を初めとして、リーダーの方たち、あるいは議

会の皆さん方が、うまく吸い上げて、町の方向、市の方向というのを、より早く、合

意をつくっていかれた。そのことが、復興が他の地域より進んでいる大きな要因だな、

ということは改めて感じました。 

（問）復興庁として、ちょっとざっくりな質問で恐縮なんですけれども、何に今後、2015

年なんですけれども、力を入れていきたいと思っていますでしょうか。 

（答）今のところはまだ、全体として言いますと、まず住宅の確保。今日、ただいまの時

点で、23万人の方が避難生活をしていらっしゃいます。このうちの12万人が、仮設住

宅にまだお住みである。この厳しい現実を、1日も早くクリアをしていかなければなら

ない。しかし家を建てたら帰れるかとなると、それも、家だけできたら帰れるんじゃ

なくて、商店街も必要ですし、学校も病院も、あるいは、特に若い人たちにとっては、

働く場というものがどうしても必要。そういうものを、いわば家を急いでつくること
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と同時に、同時並行的に、そうした町そのものの復興というものを、合わせていかな

ければならない。それに加えて、さっきちょっとお話ししましたように、復興が進め

ば、例えば健康に注意をする人、あるいは子どもたちの、今日もちょっと話が出まし

たが、PTSDに対応する体制というものも作って、よりしっかりと作っていかなければ

ならない。そういった、いわゆるソフトの部分のウェートというのは、集中復興期間

を越えた後は、相当大きくなるんじゃないかなと。この面にも力を入れていきたいと。

こう考えております。 

（問）島根県選出の大臣として、今後2015年の目標、抱負というのを、県民、島根県にち

ょっといただけないでしょうか。 

（答）２つの側面があります。１つは復興大臣として、安倍内閣の重要な政策課題である

東日本大震災からの復興を、加速化していく。このことにまず全力を挙げるというの

が、この１年の、私の今やらなければならない仕事でございます。そして一方で、私

も同じ田舎の生まれ育ちでありますので、この田舎のエリアが被災に遭ったときの厳

しさ、悲惨さといったようなものを、改めてもう、来るたびに痛感をいたしておりま

して、やっぱり地方が強くならなきゃだめだと。都会だけじゃだめだという思いは、

これは日々、また強くいたしております。そういう中で、安倍内閣として、地方創生、

地方を元気にするんだということも、重要な政策課題として今、出てきておりますの

で、石破大臣とも力を合わせて、地方が元気になるということにも、これはもう生涯

の課題として取り組んでいこうと。こう改めて思っているところでございます。 

（問）先ほど出ました復興集中期間のあれは、延長という考え方なのか、それとも、それ

とは別にやり切るという、そのあたりについては、どのように今お考えなのか。 

（答）集中期間は集中期間として、１つの区切りであろうと、私は思っております。ただ

し、ここで復興が終わるのではなくて、必ず復興をやります。必ずやる。新たな、こ

れからの復興のあり方、今までと同じという方向ではないと思うんです。その新たな

復興のあり方、あるいはそのための財源のあり方等々は、私の個人としては、今後の5

年間というものを見据えて、今後の５年間を１つの塊としてとらえるという方向で、

新たな復興というものに取り組んでいこうと。 

（問）集中期間の、周期の後の5年間という意味ですか。 

（答）そうです。 

 

 

（以    上） 
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